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梅雨期に入っても雨量は少ないのですが，樹々の青葉は茂り，どんよりとした雲

の間から顔を出す太陽の光は力強く，自然界の生命を身近に感じるこの頃です．

さて言語聴覚障害学分野では将来が期待される若手研究者や臨床家が着実に育っ

てきています．本誌では，このような方々の研究に向けての真摯な努力と優れた研

究成果に敬意を表するとともに今後の発展を祈念して「言語聴覚研究優秀論文賞」を

設け，毎年1名の方を表彰しています．今号には第3回優秀論文賞を受賞された福

岡達之氏の随想が掲載されていますのでご一読下さい．

本誌は発刊から約10年が経過し，年々投稿論文数が増え内容も充実してきまし

た．そこで今年から4号発行することになり(そのうち1号には言語聴覚学会の事

後抄録を掲載)，各号のページ数も増量しました．よって今号にはシンポジウム「認

知症における言語聴覚士の専門性の追求」，4編の原著論文「低出生体重児の哺乳障

害に対する言語聴覚士による介入の試み」，「Social-Conversational Skills Rating
 

Scale(会話における社会的能力についての評価スケール)日本語版の作成」，

「ALADJINを活用した学齢期児童の言語性コミュニケーションを構成する言語ド

メインの検討」，「重度聴覚障害者1例に対するエレクトロパラトグラフィを用いた

構音の評価･訓練の試み」のほか，2編の短報と1編のリポートを掲載することがで

きました．いずれも小児から高齢者までの認知･コミュニケーションおよび摂食嚥

下に関する問題を斬新な観点から追求し，貴重な知見を得ています．今号も読者の

専門的知識･技術の更新におおいに役立つものと思います． (藤田郁代)
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